






























































































　 　B:  そうですね。今度またあそこに行きましょうね。
以上に挙げた例はみんな聞き手が存在する対話における文脈指示である。このような
場合では話し手と聞き手に直接知っているものは「ア系」で指し、そうでないものは「ソ
系」で指すのである。
そして、聞き手の存在は問題とならない「独り言」の場合は「ア系」が使われる。
（６）あのレストランの料理おいしかったな。
さて、文章における文脈指示で基本てきには「ソ系」と「コ系」が主に使われて、「ア
系」は使われない。
ついでにいうと、以上で挙げた例のように文脈指示では指すものが指示詞より先に現
れるのが普通である。こうした用法を前方照応（anaphoric）と言う。一方、指すものが指
示詞より後から現れる用法を後方照応 (cataphoric) という。
以上に説明した文脈指示は指したものは必ずしも発言現場にある分けではないので直
示用法の性質を持たず、直示性とかダイクシスとは言えない。なぜかというと、ダイク
シスというのは常に話し手を自己中心するので動的で物理的な遠近感覚性質を持って、話
し手の発言現場によって使った指示詞が変わるからである。ところが、文脈指示で使った
指示詞は話し手を中心するのではなくて遠近感覚とも関係なく、ただ先行するものを再び
表すだけである。
17
３．終わりに
ダイクシスというのは直接指することという意味で、つまり話し手の発言現場が発せ
られる場面の中で、時間的、空間的性質に直接言及する言語の特性を指した言葉はダイク
シスの性質を持っているということである。それでダイクシスは常に話し手の存在を中心
にして、話し手の発言現場を基準していて、それによって話しの内容も変わる。指示詞の
場合では動的で物理的な遠近感覚に影響を受けている。指示詞以外のダイクシス、例えば
｛「来る」、「行く」、「今日」、「今年」など｝は静的で物理的な遠近感覚に影響を受けて
いる。
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